
海
保
青
陵
（
逹
鑛
垂
五
－
改
碓
↓
拶
の
思
想
、
思
想
史
的
位
置
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
論
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
尚
不
充
分
と
思
わ
れ
る
点
が

少
な
く
な
い
。
殊
に
青
陵
の
思
想
形
成
の
過
程
が
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
、

不
明
瞭
な
た
め
、
彼
と
彼
以
前
の
諸
思
想
Ｉ
先
行
思
想
と
の
関
係
は
、
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
青
陵
が
自
ら
．
家

の
学
」
を
標
傍
す
る
独
立
の
気
概
に
富
む
思
想
家
で
、
就
中
経
験
的
要
素
を
重

視
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
両
者
の
関
係
に
留
意
さ
せ
る
こ
と
を
妨
げ

て
き
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
青
陵
と
先
行
思
想
の

思
想
的
連
関
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
彼
の
思
想
形
成
を
正
し
く
理
解
し
、
さ
ら

に
は
彼
を
近
世
思
想
史
上
に
的
確
に
位
置
づ
け
る
た
め
の
、
不
可
欠
の
前
提
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
青
陵
が
所
謂
独
創
的
な
思
想
家
と
さ

れ
る
だ
け
に
、
尚
更
そ
う
し
た
作
業
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

は
じ
め
に

海
保
青
陵
と
『
老
子
』

ｌ
『
老
子
国
字
解
」
を
め
ぐ
っ
て
１
１

そ
れ
で
は
、
青
陵
の
思
想
形
成
に
大
き
く
関
与
し
た
先
行
思
想
と
は
何
か
。

す
で
に
「
沮
棟
学
か
ら
出
発
し
て
老
子
に
帰
結
す
る
思
考
様
式
は
青
陵
の
い
ち

じ
る
し
い
思
想
的
特
質
を
な
し
て
い
る
」
と
い
う
塚
谷
晃
弘
氏
の
指
摘
も
あ
る

へ
１
Ａ
）

が
、
筆
者
は
そ
れ
を
柤
侠
学
と
『
老
子
』
に
求
め
よ
う
と
思
う
。
か
か
る
見
地

よ
り
、
す
で
に
筆
者
は
『
文
法
披
雲
』
（
寛
政
十
年
刊
）
に
着
目
し
て
青
陵
と

（
⑥
〃
空
）
・

沮
裸
学
と
の
関
係
を
考
察
す
る
機
会
を
持
っ
た
が
、
本
稿
で
は
同
じ
く
寛
政
年

（
３
）

間
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
『
老
子
国
字
解
』
を
対
象
と
し
て
、
青
陵
と
『
老
子
』

の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
み
よ
う
と
思
う
。

青
陵
の
『
老
子
』
と
の
避
遁
は
、
彼
が
沮
侠
の
門
人
宇
佐
美
落
彌
水
に
学
ん
だ

と
い
う
事
実
を
抜
き
に
語
れ
な
い
。
祖
侠
が
広
く
秦
漢
以
前
の
書
を
渉
猟
す
る

こ
と
を
学
問
の
第
一
義
に
据
え
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
や
が
て
彼
の
学
派
に
多
く
の
『
老
子
』
注
釈
書
を
生
む
結
果
を
も
た
ら
し

（
４
）

た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
宇
佐
美
垂
鴻
水
は
、
優
れ
た
王
弼
注
『
老
子
』
テ
キ
ス

（
５
）
ト
（
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
・
明
和
七
年
刊
）
の
考
訂
者
と
し
て
、
特
筆
す
べ

き
存
在
で
あ
っ
た
。
青
陵
が
清
水
の
門
で
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
『
老

八

木
清
治
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子
』
に
親
し
め
る
恰
好
の
環
境
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。（６
）

『
王
注
老
子
道
徳
経
』
の
序
文
に
お
い
て
蒲
水
は
、
『
老
子
』
を
「
智
者
之
言
」

で
あ
る
と
述
べ
、
次
の
ご
と
く
自
己
の
『
老
子
』
に
対
す
る
見
地
を
要
約
し
て

い
る
。
要
し
之
周
末
諸
子
之
言
、
各
有
二
一
長
一
、
先
王
之
道
之
裂
也
、
或
足
レ
為
一

救
レ
時
之
用
一
焉
、
学
者
不
し
眩
二
於
文
辞
一
、
識
二
其
意
之
所
し
主
、
其
弊
之

（
７
）

所
彦
在
、
而
博
二
其
知
見
一
可
也
、

こ
の
師
の
言
葉
が
、
青
陵
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
否
定

へ
。
○
）

で
き
な
い
。
し
か
し
本
論
に
入
る
に
際
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
た

い
こ
と
は
、
こ
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
如
く
唾
崎
水
が
沮
侠
に
忠
実
で
あ
っ
た
ほ

ど
、
青
陵
は
“
漏
水
に
忠
実
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
青
陵
に
壗
漏

（
９
）

水
の
依
拠
す
る
「
先
生
之
道
」
と
い
う
価
値
基
準
は
も
は
や
な
く
、
「
智
ヲ
養

う
方
、
論
語
・
中
庸
・
孟
子
ノ
言
ヘ
ル
処
尽
ク
此
一
事
ナ
レ
共
、
段
ド
リ
ヲ
立

タ
ル
ハ
、
老
子
・
荘
子
・
韓
非
ナ
ド
甚
コ
ト
コ
マ
カ
也
」
（
『
前
識
談
』
五
六

（
川
）

九
頁
）
と
い
う
如
く
、
道
家
・
法
家
の
思
想
も
儒
家
の
そ
れ
と
同
等
の
価
値
を

付
与
さ
れ
て
い
る
。
『
老
子
』
に
対
し
て
、
靖
水
は
そ
の
コ
長
」
を
認
め
つ

つ
も
、
同
時
に
．
偏
」
を
再
三
指
摘
し
、
「
読
二
老
子
一
者
不
レ
可
し
不
し
知
二
其

（
ｕ
）

弊
一
」
と
注
意
を
促
し
た
が
、
沮
侠
学
的
制
約
を
解
か
れ
た
青
陵
は
、
よ
り
自

由
に
『
老
子
』
に
接
近
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
こ
の
「
智
者
之

言
」
は
何
を
開
陳
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、
青
陵
に
お
け
る
『
老
子
』
受
容
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
彼
の
思

想
形
成
に
果
し
た
「
無
」
の
思
想
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
ゑ
た
い
。

一
「
無
」
の
功
利
的
理
解

（
唾
）

『
老
子
』
五
千
言
は
多
様
な
思
想
的
要
素
を
胚
胎
す
る
書
と
い
わ
れ
、
そ
の

著
し
く
抽
象
的
な
表
現
と
相
俟
っ
て
、
『
老
子
』
受
容
に
お
け
る
変
化
に
富
ん

だ
可
能
性
を
暗
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ま
ず
青
陵
が
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら

『
老
子
』
に
着
目
し
た
か
を
見
定
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
『
老
子
国
字

解
』
巻
頭
総
論
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
ノ
大
名
、
孔
子
二
学
問
ヲ
ト
ヘ
バ
、
孔
子
〈
必
ズ
仁
義
ヲ
説
キ
玉

フ
。
人
二
物
ヲ
ト
ラ
ス
コ
ト
ト
人
ノ
後
ヨ
リ
行
ク
コ
ト
ト
ヲ
説
キ
玉
フ
ュ

ヘ
、
当
時
ノ
諸
侯
ノ
腹
中
ト
ハ
ウ
ラ
ハ
ラ
也
。
故
二
七
十
二
君
二
説
キ
玉

ケ
レ
ド
モ
合
う
人
無
リ
シ
也
。
．
、
ニ
ヲ
イ
テ
老
子
出
タ
ル
ナ
ル
・
ヘ
シ
。

老
子
〈
此
ウ
ラ
ニ
テ
同
ジ
仁
義
ヲ
説
ケ
リ
。
当
時
ノ
大
名
、
学
問
ヲ
老
子

一
一
問
ヘ
パ
、
老
子
〈
必
ズ
人
ノ
物
ヲ
取
ル
コ
ト
也
。
人
ノ
上
一
一
坐
ス
ル
コ

ト
也
卜
説
ケ
リ
。
人
二
物
ヲ
ト
ラ
ス
〈
人
情
一
一
ア
ラ
ズ
、
人
ノ
後
ヨ
リ
行

ク
ハ
人
情
ニ
ァ
ラ
ズ
ト
説
ケ
リ
。
扱
、
諸
侯
ノ
問
フ
ニ
、
如
何
ス
レ
バ
人

ノ
物
ガ
取
レ
マ
ス
ト
云
へ
（
、
老
子
ノ
対
ヘ
ニ
、
凡
ソ
人
ノ
物
ヲ
取
ロ
フ

ト
思
う
人
〈
、
先
ヅ
人
二
物
ヲ
ト
ラ
ス
ガ
ョ
シ
、
人
二
物
ヲ
取
セ
ネ
パ
物

ガ
取
レ
ヌ
也
卜
云
ヘ
リ
。
如
何
ス
レ
パ
人
ノ
上
坐
ニ
ス
ワ
レ
マ
ス
ト
間
へ

（
、
凡
ソ
人
ノ
上
二
坐
セ
ン
ト
思
〈
ず
、
先
ヅ
人
ノ
後
ヨ
リ
行
ク
ベ
シ
ト

説
ケ
リ
。
是
同
ジ
ク
人
二
物
ヲ
取
ラ
ス
コ
ト
、
人
ノ
後
ヨ
リ
行
ク
コ
ト
ナ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

レ
ド
モ
、
人
情
ヨ
リ
推
シ
テ
仁
義
二
及
ポ
ス
ュ
ヘ
、
天
下
ノ
人
々
皆
老
子

学
問
一
一
ナ
リ
タ
リ
。
（
七
九
八
頁
）

（
画
）

青
陵
は
老
子
そ
の
人
を
孔
子
の
後
人
と
捉
え
、
老
子
は
孔
子
の
裏
を
、
即
ち

同
じ
く
仁
義
を
説
き
な
が
ら
も
、
「
人
情
ヨ
リ
推
シ
テ
仁
義
二
及
ボ
ス
」
「
真
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ノ
儒
者
」
（
同
頁
）
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
老
子
把
握
の
当
否
は
さ
て

お
き
、
こ
こ
に
青
陵
固
有
の
儒
老
一
致
観
、
即
ち
、
「
論
語
〈
古
人
ノ
智
恵
ヲ

振
ヒ
タ
ル
サ
マ
ヲ
、
其
儘
二
書
タ
ル
モ
ノ
也
。
是
ヲ
有
ト
云
う
也
。
老
子
〈
智

恵
ノ
出
シ
ョ
フ
也
。
智
恵
ノ
組
ミ
立
テ
ョ
フ
ヲ
書
タ
ル
モ
ノ
也
。
是
ヲ
無
ト
イ

フ
也
」
（
七
九
九
頁
）
と
、
儒
Ｉ
「
有
」
、
老
Ｉ
「
無
」
と
見
立
て
、
「
無
ヲ

有
デ
解
シ
、
有
ヲ
無
デ
解
ス
レ
バ
、
ワ
ヶ
モ
ョ
フ
分
ル
」
（
同
頁
）
と
、
老
Ｉ

「
無
」
を
儒
Ｉ
「
有
」
で
解
釈
す
る
と
い
う
独
自
の
立
場
の
成
立
す
る
根
拠
が

（
Ｍ
』
ス
ハ

あ
っ
た
。
『
老
子
』
第
十
一
章
（
三
十
幅
章
）
に
は
「
有
之
以
為
し
利
、
無
之

セ
バ
ナ
リ
（
脂
）

以
為
レ
用
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
青
陵
も
こ
の
章
に
触
れ
、
『
老
子
』
は

隠
遁
者
の
書
で
世
に
無
用
な
も
の
と
す
る
見
解
を
斥
け
、
「
世
ノ
中
二
居
レ
バ

世
ガ
見
へ
ヌ
ュ
ヘ
’
一
、
世
ノ
外
へ
出
テ
見
ヨ
ト
云
。
世
ノ
外
へ
出
タ
ル
ハ
枇
ヲ

見
ル
為
也
」
（
八
三
四
頁
）
と
述
べ
、
「
無
」
の
実
用
性
を
強
調
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、

青
陵
に
と
っ
て
、
『
老
子
』
は
「
有
」
の
た
め
の
「
無
」
の
書
と
し
て
、
要
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
に
儒
学
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
害
と
し
て
、
活
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
に

他
な
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
青
陵
が
「
人
情
ヨ
リ
推
シ
テ
仁
義
二
及
ボ
ス
」
と
い
う
の
は
、

具
体
的
に
『
老
子
』
の
ど
の
箇
所
に
拠
っ
て
い
る
の
か
。
極
め
て
断
片
的
で
あ

る
が
、
一
応
、
「
聖
人
、
後
二
其
身
一
而
身
先
」
（
第
七
章
）
、
「
将
劃
欲
奪
戸
之
、

必
固
与
し
之
」
（
第
三
十
六
章
）
、
「
欲
し
先
し
民
、
必
以
レ
身
後
し
之
」
（
第
六
十

六
章
）
な
ど
が
拾
い
出
せ
る
。
こ
こ
で
は
「
聖
人
、
後
其
身
而
身
先
」
を
含
む

第
七
章
を
例
に
と
り
、
青
陵
の
解
釈
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
便
宜
上
『
老

子
』
本
文
を
引
用
し
て
お
く
。

天
長
地
久
、
天
地
所
’
二
以
能
長
且
久
一
者
、
以
三
其
不
二
自
生
一
、
故
能
長

生
、
是
以
聖
人
、
後
二
其
身
一
而
身
先
、
外
二
其
身
一
而
身
存
、
非
し
以
二
其

無
ワ
私
耶
、
故
能
成
二
其
私
一

青
陵
は
こ
の
章
の
後
半
（
「
是
以
：
…
・
」
）
を
、
堯
と
桀
を
例
に
解
釈
し
て
い

る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
「
堯
モ
桀
モ
皆
気
儘
モ
ノ
也
。
気
儘
〈
天
理
也
。
ヨ
キ

事
也
」
と
、
ま
ず
認
め
た
上
で
、
「
堯
〈
旨
キ
物
ニ
テ
モ
、
先
ヅ
民
ニ
ク
ワ
セ

テ
、
後
二
喰
ハ
ン
」
と
し
た
の
で
民
が
喜
び
「
無
理
ヤ
リ
ニ
天
子
へ
先
ニ
ク

ワ
」
せ
た
の
に
対
し
て
、
「
桀
〈
民
一
一
カ
マ
ワ
ズ
’
一
先
二
喰
フ
ュ
ヘ
’
一
、
民
ガ

’
一
ク
ム
ナ
リ
。
民
ニ
ク
メ
バ
忽
チ
’
一
亡
ピ
テ
、
喰
フ
事
ナ
ラ
ヌ
ョ
フ
ニ
ナ
」
っ

た
と
述
べ
、
「
堯
〈
気
儘
ガ
上
手
也
。
桀
〈
下
手
也
」
と
結
論
づ
け
て
い
る

（
八
二
五
頁
）
・
儒
学
に
お
け
る
理
想
的
君
主
と
典
型
的
暴
君
が
、
人
格
的
優

劣
と
は
異
な
る
「
気
儘
」
の
仕
方
の
優
劣
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
第
七
章
の
結
び
と
い
え
る
最
後
の
二
句
「
非
以
其
無
私
耶
、
故
能
成

其
私
」
の
、
青
陵
の
解
釈
を
み
る
と
、
「
私
〈
手
マ
ヘ
勝
手
也
。
気
儘
也
。
是

手
マ
ヘ
勝
手
ヲ
セ
ネ
パ
、
手
前
勝
手
ガ
デ
キ
ル
也
。
桀
〈
気
儘
１
へ
’
一
気
儘
デ

キ
ズ
、
堯
〈
気
儘
ヲ
セ
ヌ
ュ
ヘ
気
儘
成
就
シ
タ
ル
也
。
成
〈
成
就
ス
ル
事
也
」

（
同
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
二
句
の
青
陵
は
、
『
老
子
』
そ
れ
自
体
の
孕
む
問
題
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
そ
の
表
現
か
ら
、
青
陵
の
ご
と
く
「
無
私
」

を
「
其
の
私
を
成
す
た
め
の
無
私
」
と
解
す
る
こ
と
も
充
分
に
可
能
だ
か
ら
で

（
妬
）

あ
る
。
林
希
逸
『
老
子
口
義
』
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
て
か
、
「
此
一
私
字

是
就
二
身
上
一
説
来
、
非
二
公
私
之
私
一
也
、
若
以
レ
私
為
二
公
私
之
私
一
、
則
不
レ

（
Ⅳ
）

得
し
謂
二
之
無
諺
容
レ
心
芙
」
と
、
「
無
私
」
の
「
私
」
と
「
成
其
私
」
の
「
私
」

を
区
別
し
て
い
る
。
太
田
晴
軒
『
老
子
全
解
』
も
「
無
私
之
私
。
則
公
私
之

（
肥
）

私
。
成
二
其
私
一
之
私
。
唯
此
以
一
一
自
己
之
身
一
言
也
。
非
二
公
私
之
私
一
也
」
と
解

し
て
い
る
。
勿
論
、
両
者
の
理
解
に
拠
れ
ば
、
『
老
子
』
の
「
無
私
」
の
純
粋

四
七



な
価
値
は
何
ら
損
な
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
青
陵
の
如
く
理
解
す
れ
ば
事
情
は

全
く
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
中
井
履
軒
『
老
子
離
題
』
は
明
確
に
示
し

て
く
れ
る
。

老
子
之
学
。
雛
し
似
二
高
妙
一
・
而
其
実
起
し
自
二
智
数
一
。
毎
不
し
能
し
脱
二
於

権
謀
之
圏
一
。
如
二
是
章
一
。
只
是
欲
し
取
先
予
之
意
而
巳
芙
。
然
則
所
し
謂

無
し
私
即
営
レ
私
之
大
者
。
亦
可
院
謂
二
営
レ
私
之
良
者
一
美
。
即
是
商
買
之
心

へ
四
）

実
。

相
対
立
す
る
立
場
か
ら
に
せ
よ
、
履
軒
の
認
識
は
青
陵
と
著
し
く
似
て
い
る
。

即
ち
、
履
軒
が
指
弾
す
る
も
の
こ
そ
青
陵
が
『
老
子
』
に
我
が
意
を
得
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
も
あ
れ
、
青
陵
に
お
い
て
、
『
老
子
』
の
「
無
」
が

儒
学
者
よ
り
見
れ
ば
「
権
謀
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
作
為
的
な
智
術
と
し
て
読

（
”
）

み
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

青
陵
の
想
定
す
る
人
間
、
即
ち
「
手
前
勝
手
」
「
気
儘
」
な
人
間
、
あ
る
い

（
虹
）

は
履
軒
の
「
商
買
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
人
間
を
、
本
稿
で
は

（
”
）

「
功
利
的
人
間
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
青
陵
の
功
利
的
人
間
観
は
、
勿
論

「
上
ヨ
リ
下
マ
デ
ミ
ナ
売
買
ナ
レ
バ
ミ
ナ
商
人
ナ
リ
」
（
『
善
中
談
』
四
九
○

頁
）
と
、
「
通
利
ヲ
争
世
」
（
『
養
心
談
』
四
三
頁
）
に
生
き
る
現
実
の
人

間
を
、
彼
が
巧
み
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
本
稿
で
強
調
し
た
い
点
は
、
青
陵
が
功
利
的
人
間
を
『
老
子
』

の
中
に
も
見
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
「
将
欲
奪
之
、
必
固
与
之
」

「
聖
人
、
後
其
身
而
身
先
」
等
の
『
老
子
』
の
逆
説
的
表
現
に
、
少
な
く
と
も

そ
の
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
要
因
が
、
Ｉ
『
老
子
』
本
来
の
思
想
が
「
功
利

的
」
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
Ｉ
胚
胎
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

（
羽
）

る
。
そ
の
意
味
で
、
青
陵
の
人
性
論
が
『
老
子
』
を
媒
介
に
形
成
さ
れ
た
こ
と

は
興
味
深
い
。

、
、

余
ハ
老
子
ニ
テ
得
ダ
ル
事
ア
リ
。
老
子
一
天
聖
人
〈
常
善
ニ
シ
テ
人
ヲ
救

フ
ト
ァ
リ
。
是
老
子
ノ
性
善
也
。
コ
ノ
性
善
ヲ
ヨ
ク
解
シ
テ
孟
ヲ
見
レ
バ

孟
ガ
ョ
キ
ナ
リ
。
筍
ト
楊
ト
ハ
ア
シ
キ
カ
ト
云
一
一
、
ア
シ
キ
’
一
ア
ラ
ズ
・

言
上
様
タ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
韓
モ
イ
ヒ
ャ
ウ
タ
ラ
ヌ
ナ
リ
（
『
文
法
披
雲
』
七

四
七
頁
）

ニ
シ
テ

こ
の
「
性
善
」
説
は
、
『
老
子
』
第
二
十
七
章
「
聖
人
、
常
善
救
レ
人
、
故
無
二

棄
人
一
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
青
陵
は
、
「
是
レ
ガ
即
老
子
ノ
性
善
ヲ
ト
ク
章

也
。
凡
ソ
人
ノ
性
〈
己
レ
ヲ
愛
ス
ル
モ
ノ
也
。
誰
一
人
己
レ
ヲ
’
一
ク
ム
モ
ノ
〈

ナ
シ
。
然
ラ
バ
己
レ
ガ
善
キ
ョ
フ
ニ
ト
思
フ
ニ
チ
ガ
ヒ
ナ
シ
。
己
レ
ガ
善
キ
ョ

フ
’
一
卜
思
フ
ヲ
性
善
ト
イ
フ
也
」
（
八
七
一
頁
）
と
し
て
、
「
気
儘
」
「
手
前

勝
手
」
な
「
人
情
」
を
、
こ
こ
で
「
己
レ
ガ
善
キ
ョ
フ
’
一
ト
思
乙
Ⅱ
「
性
善
」

と
定
義
す
る
の
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
「
常
善
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る

が
、
太
宰
春
台
『
老
子
特
解
』
は
「
常
善
則
善
不
善
皆
為
二
我
用
一
。
不
下
必
去
二

不
善
一
而
取
歩
善
」
（
三
十
二
丁
表
）
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
福
永
光
司
氏
は
、

『
老
子
』
の
善
の
観
念
に
つ
い
て
「
老
子
の
善
は
、
悪
と
根
底
に
お
い
て
一
つ

（
鯉
）

で
あ
り
、
悪
を
も
赦
し
包
容
し
て
ゆ
く
善
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
「
常
善
」
と
は
、
相
対
的
な
善
悪
を
包
摂
す
る
絶
対
的
な
善
の
観
念
で
あ

り
、
『
老
子
』
の
聖
人
は
そ
の
善
の
立
場
に
立
つ
が
故
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
救

い
見
棄
て
る
こ
と
が
な
い
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
武
内
義
雄
氏
が

「
老
子
の
道
は
消
極
的
に
説
明
す
る
と
無
と
形
容
す
べ
く
、
積
極
的
に
説
明
す

（
鰯
）

れ
ぱ
常
と
い
う
べ
き
も
の
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

「
常
」
は
「
道
」
「
無
」
と
関
連
す
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
『
老
子
』
首
章

、

、

に
「
道
可
レ
道
非
二
常
道
一
、
名
可
レ
名
非
二
常
道
一
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
青
陵

四
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に
と
っ
て
、
こ
の
「
常
」
の
概
念
が
有
効
に
作
用
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

首
章
の
「
常
道
」
を
ヨ
ノ
方
ノ
道
ト
イ
フ
ハ
世
間
ノ
儒
者
ノ
道
ト
イ
フ
ト
ハ

違
う
」
（
八
○
○
頁
）
と
し
た
ご
と
く
、
第
二
十
七
章
の
「
常
善
」
に
、
青
陵

は
従
来
の
儒
家
的
な
善
と
は
位
相
を
異
に
す
る
善
の
観
念
を
見
出
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
人
間
の
功
利
的
本
性
に
見
合
っ
た
形
で
解
釈
す
る
こ
と

、
、
、

に
よ
り
、
胄
陵
の
「
性
善
」
説
が
成
立
し
た
と
い
え
る
。
青
陵
は
、
こ
の
「
性

善
」
に
立
脚
し
て
、
『
文
法
披
雲
』
で
は
孟
子
・
筍
子
・
楊
子
・
韓
愈
の
性
を

（
郡
）

め
ぐ
る
見
解
の
相
異
を
論
じ
、
結
句
孟
子
の
性
善
説
を
良
と
し
て
い
る
。
も
と

よ
り
孟
子
の
性
善
説
と
青
陵
の
そ
れ
と
は
、
内
容
的
に
い
っ
て
全
く
相
反
す
る

の
だ
が
、
「
有
ヲ
無
デ
解
ス
」
と
い
う
青
陵
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
彼
は
孟
子
の

性
善
説
の
真
意
を
『
老
子
』
を
介
し
て
初
め
て
得
た
Ｉ
そ
れ
は
必
然
的
に
儒
学

の
功
利
的
理
解
を
引
き
起
こ
す
ｌ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の

こ
と
は
、
青
陵
に
お
い
て
『
老
子
』
が
、
従
来
の
儒
学
教
説
に
新
た
な
意
味
を

付
与
す
る
重
要
な
媒
介
的
機
能
を
果
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
よ
り
、
「
人
情
ヨ
リ
推
シ
テ
仁
義
二
及
ボ
ス
」
と
い
う
『
老

子
』
理
解
の
実
体
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
将
欲
奪
之
、
必
固
与
之
」
（
第
三

十
六
章
）
で
は
「
論
語
二
、
仁
者
〈
己
レ
ヲ
愛
ス
ル
ト
モ
云
上
、
人
ヲ
愛
ス
ル

ト
モ
ァ
ル
。
凡
ソ
人
情
〈
己
レ
ヲ
愛
ス
ル
モ
ノ
也
。
人
ヲ
愛
ス
ル
ハ
己
レ
ヲ
愛

、
、

セ
ン
ト
テ
ノ
方
便
也
」
（
八
八
六
頁
）
と
、
ま
た
「
道
常
無
為
而
無
不
為
」

（
第
三
十
七
章
）
で
は
「
無
為
〈
手
二
物
ヲ
持
タ
ズ
｜
一
ア
キ
手
ニ
シ
テ
オ
ル
事

也
。
用
事
ガ
ア
レ
パ
手
二
物
ヲ
持
テ
ド
モ
、
用
事
ス
メ
バ
又
ア
キ
手
ニ
ナ
リ
テ

、
、

オ
ル
也
。
凡
ソ
仁
義
ノ
ョ
フ
ナ
モ
ノ
ニ
テ
モ
器
物
也
。
平
生
手
ニ
ト
リ
テ
オ
リ

テ
〈
手
ガ
フ
サ
ガ
リ
テ
オ
ル
ュ
ヘ
、
手
ガ
自
由
ニ
キ
カ
ヌ
也
」
（
八
八
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
「
人
情
ヨ
リ
椎
シ
テ
仁
義
二
及
ボ
ス
」
と
は
、
「
愛

己
」
と
い
う
「
性
」
を
有
す
る
人
間
（
Ｉ
功
利
的
人
間
）
が
儒
教
道
徳
を
手
段

と
し
て
用
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
青
陵
の
『
老

子
』
理
解
が
著
し
く
功
利
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

「
無
ヲ
有
デ
解
シ
、
有
ヲ
無
デ
解
ス
レ
バ
、
ワ
ヶ
モ
ョ
フ
分
ル
」
と
い
う
「
有
」

と
「
無
」
の
相
互
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
儒
学
そ
れ
自
体
の
功
利
的

な
理
解
を
意
味
し
て
い
る
。
「
孔
子
ノ
語
二
、
民
ヲ
パ
之
二
由
ラ
シ
ム
。
へ
シ
、

知
ラ
シ
ム
。
ヘ
ヵ
ラ
ズ
ト
云
語
ア
リ
。
此
コ
、
ロ
ハ
、
人
ノ
性
〈
己
レ
ョ
カ
レ
カ

シ
ト
願
う
モ
ノ
ナ
レ
バ
コ
ソ
、
聖
人
孝
悌
忠
信
ナ
ド
ョ
リ
仁
義
礼
智
等
ノ
名
目

ヲ
建
立
シ
テ
、
人
ヲ
シ
テ
彼
ノ
己
レ
ョ
ヵ
レ
カ
シ
ト
イ
フ
願
ヲ
叶
ヘ
シ
ム
ル
事

ナ
リ
」
（
『
善
中
談
』
、
四
七
六
頁
）
な
ど
と
い
う
儒
学
の
功
利
的
理
解
を
青

陵
に
可
能
に
さ
せ
た
重
要
な
理
論
的
媒
介
物
と
し
て
、
『
老
子
』
は
意
味
を
持

つ
の
で
あ
る
。

二
「
無
」
の
哲
学
的
意
義

前
節
で
は
、
「
人
情
ヨ
リ
推
シ
テ
仁
義
二
及
ボ
ス
」
と
い
う
『
老
子
』
理
解

を
手
掛
り
に
考
察
を
進
め
た
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
の
み
で
は
、
『
老
子
国
字
解
』

に
盛
り
込
ま
れ
た
思
想
内
容
を
解
明
す
る
に
充
全
と
は
い
え
な
い
。
「
道
」
の

哲
学
と
も
い
う
べ
き
『
老
子
』
に
、
青
陵
が
ど
の
よ
う
な
哲
学
的
示
唆
を
得
た

（
”
）

か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
老
子
』
の
「
道
」
は
、
天
地
に
先
立
つ
窮
極
の
実
在
、
万
物
の
根
源
で
あ

り
、
「
視
し
之
不
し
見
」
「
聰
レ
之
不
レ
聞
」
「
榑
レ
之
不
レ
得
」
（
十
四
章
）
と
、

人
間
の
知
覚
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
確
か
に
実
在
す
る
も
の
だ

が
、
「
無
状
之
状
」
「
無
物
之
象
」
「
惚
晄
」
（
同
章
）
と
い
う
表
現
が
示
す

四
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よ
う
に
、
人
間
の
知
的
認
識
の
及
ば
な
い
神
秘
的
な
実
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。
青
陵
は
、
『
老
子
』
の
「
道
」
を
「
サ
ナ
ヶ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
筋
」
Ｉ
「
天
理
」

（
鯛
）

と
注
し
『
老
子
』
全
体
を
次
の
よ
う
に
捉
え
る
。

凡
ソ
筋
〈
千
変
万
化
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
帳
面
へ
カ
キ
ッ
ヶ
テ
置
ル
、
モ

ノ
’
一
ア
ラ
ズ
。
人
二
伝
授
サ
ル
、
モ
ノ
’
一
ア
ラ
ズ
。
其
上
↑
ヘ
ノ
チ
ョ
ッ
ト

ミ
ヘ
ル
ヲ
真
ノ
筋
ト
コ
、
ロ
得
レ
バ
、
皆
チ
ガ
フ
也
。
故
二
此
理
此
筋
デ

五
千
言
ニ
ノ
セ
テ
、
老
子
ノ
骨
ヲ
折
リ
テ
説
タ
ル
ナ
リ
。
（
八
○
一
頁
）

青
陵
に
よ
れ
ば
、
『
老
子
』
は
「
サ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
「
イ
ャ
ト
云
ハ
レ
ヌ
」

（
八
○
○
頁
）
天
地
万
物
を
支
配
す
る
原
理
・
法
則
（
「
天
理
」
）
の
、
複
雑

な
変
化
の
様
相
を
説
く
書
な
の
で
あ
る
。
『
老
子
』
の
「
道
」
と
青
陵
の
い
う

「
天
理
」
が
、
似
而
非
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
定
義
づ
け
よ
り

も
、
「
道
」
乃
至
「
天
理
」
と
人
間
と
の
関
係
に
留
意
す
る
こ
と
で
鮮
明
と
な

る
。
即
ち
青
陵
は
「
天
地
ノ
間
〈
皆
筋
ナ
レ
パ
、
筋
ハ
ヂ
キ
ニ
知
レ
ル
モ
ノ
ヵ

ト
イ
へ
（
、
左
様
デ
ハ
ナ
シ
。
此
ヲ
探
り
捜
シ
テ
撰
出
ス
人
一
一
ア
ル
事
」
「
天

地
ノ
間
二
筋
〈
盈
チ
テ
ァ
レ
ド
モ
、
筋
ハ
ド
コ
ニ
ァ
ル
ト
心
ヲ
モ
ク
ダ
ヵ
ズ
、

探
リ
モ
セ
ネ
バ
知
レ
ヌ
也
」
（
八
一
五
頁
）
と
い
う
如
く
、
も
っ
ぱ
ら
人
間
の

知
的
営
為
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
老
子
』
の
「
道
」
の
人
間
の
認
識

能
力
を
超
え
た
不
可
知
的
性
格
を
全
面
的
に
払
拭
す
る
の
で
あ
る
。
「
道
」
の

不
可
知
性
は
、
青
陵
に
と
っ
て
「
天
理
」
の
認
識
の
困
難
さ
を
い
っ
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
人
間
が
認
識
で
き
な
い
何
か
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
『
老
子
国
字
解
』
に
は
随
所
に
『
老
子
』
解
釈
と
し
て
は
意
表
を
つ
く
よ

う
な
知
的
・
合
理
的
な
解
釈
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
概
ね
、
人
間
の
知
的

営
為
に
照
ら
し
て
「
道
」
が
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の

一
例
を
「
道
生
し
之
、
徳
畜
し
之
．
．
：
：
」
（
五
十
一
章
）
に
見
て
み
る
と
、

道
〈
左
ナ
ヶ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
筋
ナ
レ
パ
、
自
然
ト
イ
フ
事
二
用
ユ
ル
也
。
徳

ハ
天
ヨ
リ
授
カ
リ
タ
ル
心
ナ
レ
バ
、
智
恵
才
覚
ト
イ
フ
事
二
用
ユ
ル
也
。

凡
ソ
天
下
ノ
万
物
〈
此
自
然
ト
イ
フ
モ
ノ
ト
、
才
覚
ト
イ
フ
モ
ノ
ト
ノ
ニ

ッ
ニ
テ
成
就
ス
ル
也
。
雷
へ
（
稲
ニ
テ
モ
庭
ナ
ド
’
一
米
ガ
コ
ポ
レ
テ
、
自

然
一
ス
ヘ
タ
ル
ハ
、
多
ク
ハ
籾
バ
カ
リ
ニ
テ
、
実
〈
少
シ
ナ
ラ
デ
ハ
出
来

ヌ
也
。
…
籾
、
田
へ
水
ヲ
取
リ
テ
コ
レ
ヘ
マ
キ
テ
コ
ャ
シ
ヲ
カ
ヶ
、
籾
、

田
ノ
草
ヲ
取
リ
テ
ャ
リ
朝
暮
養
ヘ
パ
、
結
構
ナ
ル
米
ガ
沢
山
二
出
来
ル
。

是
自
然
ト
人
力
ト
ノ
ニ
ッ
’
一
テ
出
来
ル
事
現
然
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
道
ガ
生
ジ

テ
徳
ガ
ャ
シ
ナ
フ
ト
云
う
也
（
九
一
三
頁
）

（
”
）

と
、
青
陵
は
「
道
」
自
体
の
作
用
を
示
す
「
徳
」
Ⅱ
「
玄
徳
」
を
強
引
に
人
間

の
側
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る
人
間
と
自
然
の
関
係
の
合
理
的

説
明
を
な
す
の
で
あ
る
。

『
老
子
』
の
「
道
」
と
青
陵
の
「
天
理
」
の
差
異
は
、
何
よ
り
も
後
者
が
人

間
の
主
体
的
、
知
的
な
働
き
か
け
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
よ

う
。
「
天
理
」
は
認
識
可
能
で
あ
り
、
ま
た
「
筋
〈
天
地
ノ
間
一
二
パ
イ
ミ
チ

テ
ア
レ
ド
モ
、
コ
レ
ヲ
用
ヒ
ョ
フ
ア
ル
事
也
。
用
ヒ
ネ
バ
何
一
シ
用
ニ
タ
、
ヌ

也
」
（
八
一
五
頁
）
と
、
運
用
し
う
る
、
運
用
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
青
陵
は
、
「
天
理
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
運

用
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

青
陵
は
、
「
天
理
」
に
支
配
さ
れ
た
事
物
的
世
界
を
、
相
対
的
な
世
界
と
し

て
把
握
す
る
。

天
下
ノ
物
〈
皆
ニ
ッ
ニ
テ
ー
ッ
也
。
昼
夜
表
裏
ヲ
始
メ
テ
皆
ニ
ッ
ョ
セ
テ

ー
ッ
ニ
ナ
ル
也
。
ユ
ヘ
ニ
昼
ノ
ナ
ヒ
夜
ナ
シ
。
表
ノ
ナ
ヒ
裏
ナ
シ
。
昼
ト

イ
ヘ
バ
夜
ハ
ッ
イ
テ
ア
ル
、
表
ト
イ
ヘ
パ
裏
〈
ツ
イ
テ
ア
ル
、
是
ヲ
ニ
ッ

五
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ヨ
セ
タ
ル
ー
ッ
ト
云
う
也
（
八
○
一
頁
）

か
か
る
相
対
観
は
、
対
立
概
念
を
駆
使
す
る
『
老
子
』
に
負
う
所
大
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
事
実
、
「
有
無
相
生
、
難
易
相
成
、
長
短
相
形
…
・
・
・
」

（
二
章
）
に
お
い
て
、
青
陵
は
篤
ろ
く
程
巧
み
に
、
「
有
〈
無
ヲ
生
ズ
ト
云
う

〈
、
有
ガ
ナ
ヶ
レ
パ
無
ガ
ナ
シ
。
昼
ガ
ナ
ヶ
レ
パ
夜
〈
ナ
シ
。
天
下
夏
パ
カ
リ

ナ
レ
バ
、
夏
ト
イ
フ
名
ハ
ナ
シ
、
冬
ガ
ア
ル
ュ
ヘ
也
。
コ
レ
寒
ト
イ
フ
名
〈
熱

ガ
出
シ
テ
ャ
ル
也
。
．
．
：
：
熱
ト
イ
フ
名
〈
寒
ガ
ッ
ヶ
テ
ャ
ル
也
是
有
ト
無
ト
ハ

互
二
名
ヲ
ツ
ヶ
テ
ャ
リ
合
う
也
」
（
八
○
七
頁
）
な
ど
と
、
概
念
の
相
対
性
に

言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
青
陵
の
「
天
理
」
の
変
化
に
富
む
機
能
的
性
格
に
『
老

子
』
と
の
接
点
が
見
出
さ
れ
つ
つ
も
、
上
記
の
ご
と
き
相
対
的
性
格
は
看
過
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
天
理
」
の
相
対
的
性
格
は
、

青
陵
と
『
老
子
』
と
の
接
点
を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

（
鋤
）

あ
る
。
ま
た
青
陵
が
「
天
理
」
の
認
識
・
運
用
を
説
く
以
上
、
千
変
万
化
す
る

「
天
理
」
の
中
に
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
本
質
的
な
性
格
を
見
出
し
て
い
る
か
を

知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
カ
タ
カ
シ
ギ
ナ
キ
」
と
形
容
さ
れ
る
「
天
理
」

（
劃
）

の
相
対
的
性
格
こ
そ
、
そ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。

天
ノ
理
〈
カ
タ
ヵ
シ
ギ
ナ
キ
事
ヲ
知
ル
・
ヘ
シ
。
大
仁
ハ
ョ
フ
テ
小
仁
〈
ア

シ
、
・
儒
者
ノ
イ
ワ
ュ
ル
仁
〈
小
仁
也
。
カ
タ
ヵ
シ
ギ
也
。
無
キ
理
也
。

天
一
天
昼
夜
寒
暑
卜
必
ズ
両
方
ア
リ
。
カ
タ
カ
シ
ギ
ナ
ル
事
ナ
シ
」
（
八

二
○
頁
）

青
陵
が
、
「
天
理
」
に
支
配
さ
れ
た
事
物
的
世
界
の
相
対
的
な
仕
組
み
を
、
儒

者
批
判
の
形
で
論
じ
て
い
る
の
は
、
「
天
地
不
し
仁
、
以
二
万
物
一
為
二
鍔
狗
一
」

（
五
章
）
の
箇
所
で
あ
る
。
「
老
子
〈
儒
者
ノ
愚
ナ
ル
事
ヲ
憐
レ
ミ
テ
、
此
篇

ヲ
述
．
ヘ
タ
リ
」
と
ま
ず
前
置
き
し
て
、
青
陵
は
次
の
如
く
い
う
。

、
、
、

先
万
物
〈
皆
樹
狗
ノ
シ
カ
ヶ
也
。
潟
〈
草
也
。
狗
〈
凡
ソ
ヶ
ダ
モ
ノ
、
事

（
”
）

也
。
．
：
…
籾
、
天
ガ
ア
タ
、
カ
ニ
ナ
リ
、
地
ヨ
リ
気
ヲ
通
ス
レ
パ
草
ガ
〈

エ
ル
。
儒
者
〈
是
ヲ
見
テ
、
ヤ
レ
ノ
ー
天
地
〈
仁
ナ
モ
ノ
ジ
ャ
、
草
ノ
ハ

ヘ
ョ
イ
ャ
ウ
｜
一
雨
露
湿
気
ガ
ア
リ
テ
、
草
ヲ
愛
セ
ラ
ル
、
ト
イ
フ
也
。
左

レ
ド
モ
獣
ガ
ソ
ノ
草
ヲ
バ
ム
シ
ャ
ノ
ー
ト
喰
フ
也
。
獣
ニ
ム
シ
ャ
ノ
、
ト

喰
ハ
ス
ル
ハ
、
不
仁
ナ
ル
コ
ト
ニ
テ
ハ
ナ
シ
ャ
。
：
：
：
天
地
ノ
万
物
皆
．

、
、
、

ノ
シ
カ
ケ
也
。
カ
タ
ノ
、
二
仁
ヲ
ス
レ
パ
カ
タ
ノ
、
’
二
不
仁
一
一
ア
タ

ル
、
仁
パ
カ
リ
ニ
テ
不
仁
ナ
シ
ト
云
う
事
〈
、
決
シ
テ
ナ
キ
事
也
。
仁
ア

レ
パ
不
仁
〈
是
非
々
々
ア
ル
事
也
。
今
谷
風
ト
小
野
川
角
カ
ヲ
ト
ル
、
谷

風
勝
テ
パ
小
野
川
マ
ヶ
也
。
両
方
勝
ト
イ
フ
事
ナ
シ
。
（
八
二
一
頁
）

青
陵
の
相
対
観
が
、
儒
教
道
徳
そ
れ
自
体
の
価
値
を
相
対
化
す
る
機
能
を
果

す
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
青
陵
の
意
図
は
、
「
天
理
」
の
相
対
的
性
格
を
、

「
事
ノ
名
」
（
八
○
一
頁
）
で
あ
る
「
仁
義
」
に
適
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

即
ち
、
「
仁
」
や
「
義
」
は
本
来
「
不
仁
」
や
「
不
義
」
を
合
わ
せ
も
つ
概
念

と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
青
陵
は
こ
の
こ
と
を
随
所
で
語
っ
て
い
る

（
調
）

が
、
こ
こ
で
は
「
数
車
無
車
」
（
三
十
九
章
）
の
比
喰
を
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。

車
〈
惣
名
也
。
ワ
ヶ
テ
云
へ
（
、
ナ
ガ
ヘ
、
ワ
ダ
チ
、
ク
サ
ピ
、
箱
也
。

ヶ
様
ニ
コ
ワ
リ
ヲ
数
フ
レ
パ
、
車
ト
イ
フ
所
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。
車
〈
惣
名
ナ

レ
バ
也
。
マ
コ
ト
、
ウ
ソ
、
此
惣
名
ヲ
直
ト
イ
フ
也
。
：
：
：
愛
憎
此
惣
名

ヲ
仁
ト
イ
フ
也
。
：
：
：
惣
名
ハ
ー
ッ
也
。
一
ツ
ト
イ
フ
ハ
惣
名
也
。
ニ
ッ

ト
イ
フ
ハ
小
ワ
リ
也
。
１
へ
｜
ニ
ッ
デ
ニ
ッ
ト
云
う
。
（
八
九
六
頁
）

「
数
車
無
車
」
は
、
柤
棟
が
「
道
」
の
概
念
を
説
明
す
る
の
に
援
用
し
た
こ
と

（
鋤
）

で
知
ら
れ
る
が
、
青
陵
も
ま
た
、
こ
れ
を
用
い
て
、
「
直
」
「
仁
」
の
概
念
を

五
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説
明
す
る
の
で
あ
る
。
車
の
各
部
分
を
数
え
て
い
け
ば
車
と
い
う
全
体
は
な
く

な
る
。
こ
の
こ
と
が
そ
の
ま
ま
、
マ
コ
ト
・
ウ
ソ
ー
「
直
」
、
愛
。
憎
’
「
仁
」

に
嚥
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
「
直
」
を
マ
コ
ト
・
ウ
ソ
の
総
名
、
「
仁
」
を
愛

。
憎
の
総
名
と
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
コ
ッ
デ
ニ
ッ
」

「
ニ
ッ
デ
ー
ッ
」
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
「
愛
ト
憎
ト
ハ
領
分
チ
ガ
ヒ
ニ
ァ

ラ
ズ
。
同
ジ
領
分
也
。
子
ヲ
責
ム
ル
ガ
愛
也
。
ヒ
ド
キ
目
一
一
逢
ス
ガ
愛
也
。
憎

ム
ガ
愛
也
。
ナ
ン
ト
ニ
ッ
デ
ー
ッ
デ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
一
一
テ
ハ
ナ
シ
ャ
」

（
同
頁
）
と
、
青
陵
は
い
わ
ゆ
る
価
値
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
青
陵
が
『
老
子
』
の
相
対
観
に
、
重
要
な
哲
学
的
示
唆

を
得
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
、
両
者
の
相
対
観
の

果
た
す
思
想
的
役
割
の
差
異
に
も
簡
単
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
は
、
両
者
の
立
場
の
根
本
的
相
異
ｌ
「
有
」
の
立
場
の
青
陵
と
「
無
」
の
立

場
の
『
老
子
』
ｌ
が
、
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
老
子
』
の
場
合
、
事
物
や
価
値
の
相
対
性
そ
れ
自
体
に
意
義
が
あ
る
の
で
は

な
い
。
大
濱
晧
氏
は
「
対
立
す
る
も
の
を
高
次
に
統
一
す
る
の
が
道
の
立
場
」

（
調
）

と
さ
れ
て
い
る
が
、
事
物
や
価
値
の
相
対
性
は
、
そ
れ
を
包
摂
し
、
超
越
す
る

絶
対
的
な
立
場
（
「
道
」
の
立
場
）
へ
と
止
揚
さ
れ
て
い
く
。
一
方
青
陵
の
場

合
、
事
物
や
価
値
概
念
の
相
対
性
そ
れ
自
体
に
積
極
的
な
意
義
が
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
コ
ッ
デ
ニ
ッ
」
「
ニ
ッ
デ
ー
ッ
」
と
い
う
論
理
に
即
し
て

い
え
ば
、
．
」
が
「
二
」
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
青
陵
の
相
対
観
は
『
老
子
』
の
そ
れ
と
は

異
な
り
、
所
謂
否
定
の
契
機
を
欠
落
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
勿
論
そ
れ

は
、
既
成
の
価
値
を
相
対
化
し
、
そ
の
意
味
的
転
換
を
図
る
上
で
有
効
に
機
能

す
る
の
だ
が
、
結
局
既
成
の
価
値
自
体
を
根
底
か
ら
否
定
し
、
止
揚
す
る
武
器

と
は
な
り
え
て
い
な
い
。
青
陵
は
、
儒
教
道
徳
を
否
定
せ
よ
と
説
い
た
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
利
用
せ
よ
と
説
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
「
無
ニ
イ
テ
有

ヲ
ツ
ヵ
フ
」
（
八
八
○
頁
）
と
い
う
の
が
、
青
陵
の
「
無
」
の
立
場
に
他
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
決
っ
し
て
、
相
対
的
な
「
有
」
な
る
世
界
を
止
揚
し
、
超
越
す

る
絶
対
的
な
立
場
で
は
な
い
。
か
か
る
絶
対
的
な
立
場
に
裏
打
ち
さ
れ
な
い
、

従
っ
て
否
定
の
契
機
を
有
さ
な
い
相
対
観
は
、
次
に
述
べ
る
如
き
状
況
に
対
す

る
柔
軟
な
対
応
を
促
が
し
え
て
も
、
新
た
な
る
価
値
の
創
造
、
根
源
的
な
社
会

批
判
に
結
実
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
青
陵
の
現
実
肯
定

（
妬
）

的
な
社
会
的
立
場
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
容
易
に
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

天
理
の
相
対
的
性
格
、
コ
ッ
デ
ニ
ッ
」
「
ニ
ッ
デ
ー
ッ
」
と
い
う
論
理
は
、

青
陵
が
『
老
子
』
に
読
み
取
っ
た
重
要
な
哲
学
的
要
素
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
前
節
で
、
「
人
情
ヨ
リ
推
シ
テ
仁
義
二
及
ボ
ス
」
と
い
う
『
老
子
』
理
解

の
内
実
が
、
「
愛
己
」
と
い
う
「
性
」
を
有
す
る
功
利
的
人
間
の
儒
教
道
徳
の

、
、

手
段
化
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
当
然
、
功
利
的
人
間
は
如
何

、
、
、

に
し
て
儒
教
道
徳
を
手
段
と
し
て
利
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
が
提

起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
答
え
と
な
る
方
法
論
は
、
コ
ッ
デ
ニ
ッ
」
「
ニ

ッ
デ
ー
ッ
」
と
い
う
論
理
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
、

「
仁
ト
不
仁
卜
半
分
マ
ゼ
ナ
ル
事
〈
天
地
ノ
理
也
。
カ
タ
ノ
、
ア
ゲ
テ
イ
フ
ハ

大
ダ
ワ
ヶ
ノ
事
也
。
故
二
大
仁
〈
仁
五
分
、
不
仁
五
分
ト
始
メ
カ
ラ
算
用
シ
テ

カ
、
ル
也
」
（
八
二
一
頁
）
と
、
事
物
的
世
界
を
支
配
す
る
「
天
理
」
の
相
対

的
性
格
に
従
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
コ
ッ
デ
ニ
ッ
」
「
ニ
ッ
デ
ー
ッ
」
と
「
算

（
師
）

用
」
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
「
人
ヲ
殺
ス
ガ
仁
ノ
時
モ
ア
リ
、

人
二
撃
レ
テ
黙
シ
テ
居
ル
ガ
義
ノ
時
モ
ア
ル
也
」
（
八
○
一
頁
）
と
い
う
如

く
、
功
利
的
人
間
は
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
行
為
の
選
択
を
可
能
に
し
て
い
く

五
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の
で
あ
る
。
青
陵
は
い
う
、
「
直
ノ
字
モ
偽
ノ
字
モ
、
仁
ノ
字
不
仁
ノ
字
モ
、

残
ラ
ズ
釘
ニ
カ
ヶ
ナ
ラ
・
ヘ
テ
、
自
由
自
在
ニ
ッ
カ
フ
ヲ
智
者
ト
ハ
云
フ
ナ
リ
」

と
。
（
『
前
識
談
』
五
六
六
頁
）

青
陵
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
「
愛
己
」
と
い
う
「
性
」
を
有
す
る
利
己
的
な
存

在
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
が
利
己
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
あ
く

ま
で
も
事
物
的
世
界
を
貫
く
法
則
に
従
い
、
合
理
的
に
振
舞
わ
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
青
陵
は
説
い
て
い
る
。
彼
が
し
ば
し
ば
、
「
天
理
ト
人
情
ト
ハ
ウ
ラ
ハ

ラ
也
」
（
八
二
五
頁
）
と
い
う
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
「
上
徳
不
レ
徳
、

是
以
有
し
徳
、
下
徳
不
し
失
し
徳
、
是
以
無
し
徳
」
（
三
十
八
章
）
を
解
し
て
青
陵

は
い
う
。上
徳
〈
ア
キ
手
也
。
下
徳
〈
愛
己
ノ
ー
字
ヲ
シ
ッ
カ
リ
ト
’
一
ギ
リ
テ
〈
ナ

ス
事
ナ
ラ
ヌ
也
。
手
二
愛
己
ノ
ー
字
ヲ
ト
リ
テ
ヲ
ル
ュ
ヘ
’
一
、
天
理
ハ
ッ

キ
リ
見
へ
ヌ
也
。
天
ノ
理
ニ
チ
ガ
フ
ュ
ヘ
ニ
、
却
テ
己
レ
ヲ
愛
セ
ヌ
理
一
一

ナ
ル
也
。
己
レ
ヲ
愛
ス
ル
事
ヲ
忘
ル
、
ユ
ヘ
ニ
、
天
理
二
合
１
へ
’
一
、
己

レ
ヲ
愛
ス
ル
事
デ
キ
ル
也
（
八
八
九
頁
）

「
上
徳
」
と
は
「
ア
キ
手
」
、
即
ち
「
無
為
」
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
「
無

為
」
は
「
自
己
流
ノ
無
キ
ト
イ
フ
事
也
。
天
理
二
従
ヒ
テ
己
レ
ヲ
用
ヒ
ヌ
ト
イ

フ
事
」
（
八
○
八
頁
）
と
も
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
無
為
」
は
「
愛
己
」
を
捨

て
、
「
天
理
」
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
真
に
「
愛
己
」
を
実

現
す
る
た
め
の
前
提
に
他
な
ら
な
い
。
「
天
理
」
の
合
法
則
的
認
識
、
運
用
を

通
じ
て
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
「
愛
己
」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
、
青
陵

の
い
う
「
無
為
」
は
こ
の
よ
う
に
作
為
的
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
青
陵
は
か
か
る
功
利
の
哲
学
を
、
『
老
子
』
を
媒
介
に
形
成
し
た
と
い
え

る
の
で
あ
る
。お

わ
り
に

青
陵
は
自
ら
「
天
理
に
徴
し
て
、
字
句
の
鎖
細
に
拘
は
ら
ず
、
人
情
に
本
づ

（
羽
）

き
、
礼
楽
の
末
派
に
迷
は
ず
」
と
称
し
た
と
い
わ
れ
る
。
「
天
理
に
徴
し
て
」

「
人
情
に
本
づ
き
」
仁
義
を
語
る
老
子
は
、
そ
の
ま
ま
青
陵
の
現
実
の
姿
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
「
大
道
廃
有
二
仁
義
一
」
（
第
十
八
章
）
「
絶
し

仁
棄
レ
義
、
民
復
二
孝
慈
一
」
（
第
十
九
章
）
と
語
る
『
老
子
』
は
、
儒
学
に
対
す

る
最
大
の
異
端
で
あ
る
。
そ
の
『
老
子
』
を
「
仁
義
ヲ
ア
シ
フ
イ
フ
ハ
仁
義
ノ

表
向
ヲ
ア
シ
フ
イ
フ
ノ
ニ
テ
、
内
証
〈
皆
仁
義
也
」
（
七
九
八
頁
）
と
す
る
青

陵
の
理
解
は
、
曲
解
と
い
え
ば
い
え
よ
う
。
が
、
そ
の
曲
解
に
こ
そ
、
青
陵
に

お
け
る
『
老
子
』
学
の
意
義
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
青
陵
に
お
い
て
、
『
論
語
』

が
『
論
語
』
自
体
で
あ
り
得
な
い
の
と
同
様
に
、
『
老
子
』
は
『
老
子
』
自
体

で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
「
無
」
は
「
有
」
と
の
関
連
で
、
「
有
」
を
理
解
す

る
媒
介
的
機
能
を
果
た
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
意
味
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
青

陵
の
思
想
形
成
の
有
り
様
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
文
脈
か

ら
推
せ
ば
、
儒
学
者
（
名
目
上
）
青
陵
は
儒
学
思
想
を
非
儒
学
思
想
を
通
し
て

理
解
し
て
い
た
と
い
え
る
。
儒
学
に
お
け
る
価
値
を
切
り
崩
し
、
そ
の
意
味
的

転
換
を
企
り
、
儒
学
の
著
し
い
功
利
的
理
解
を
可
能
に
さ
せ
た
点
に
、
青
陵
に

お
け
る
『
老
子
』
の
固
有
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

青
陵
の
思
想
の
功
利
的
性
格
は
、
近
世
思
想
史
に
お
い
て
、
祖
侠
学
の
延
長

線
上
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
祖
侠
学
の
所
謂
「
作
為
」
の
論
理
は
、

人
性
と
規
範
の
分
離
を
決
定
た
ら
し
め
る
最
大
の
思
想
的
起
爆
剤
で
あ
り
、
こ

こ
か
ら
道
徳
の
形
骸
化
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
生
起
し
て
く
る
。
青
陵
は
そ
の

五



極
限
に
位
置
す
る
思
想
家
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
す
で
に
拙
稿
で
強
調

（
調
）

し
た
如
く
、
少
な
く
と
も
青
陵
の
自
覚
的
な
思
想
形
成
の
過
程
で
は
、
祖
棟
学

は
否
定
さ
れ
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
対
象
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

青
陵
学
の
成
立
が
一
見
朱
子
学
的
思
考
様
式
の
復
権
と
し
て
映
ず
る
の
は
興
味

深
い
。
宋
ノ
時
二
性
理
ヲ
イ
ブ
事
ハ
ャ
リ
テ
．
：
．
：
治
平
二
目
ガ
付
テ
ハ
見
へ
ヌ
ト

イ
フ
ョ
リ
治
平
ノ
根
本
仁
義
、
仁
義
ノ
根
本
〈
人
ノ
性
、
人
ノ
性
ノ
根
元

〈
理
ト
イ
フ
様
二
成
テ
、
理
ヲ
推
ス
事
ハ
ャ
リ
タ
ル
ハ
至
極
能
キ
事
ナ
レ

共
、
根
元
ヲ
サ
ガ
ス
ハ
口
元
ノ
治
平
ヲ
知
リ
タ
キ
故
也
。
（
『
養
‐
談
』

一
二
五
頁
）

勿
論
こ
こ
に
は
、
朱
子
学
の
政
治
的
不
毛
性
に
対
す
る
批
判
が
読
承
取
れ
る

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
治
平
↓
仁
義
↓
性
↓
理
と
い
う
朱
子
学
の
求
心
的
・
原

理
的
志
向
を
青
陵
が
「
至
極
能
キ
事
」
と
肯
定
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

沮
侠
学
が
言
及
を
避
け
た
「
性
」
や
「
理
」
を
、
再
び
自
己
の
思
想
の
核
に
据

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
心
ヲ
オ
サ
ム
ル
モ
、
一
身
ヲ
オ
サ
ム
ル
モ
、
一
家

ヲ
オ
サ
ム
ル
モ
、
一
国
ヲ
オ
サ
ム
ル
モ
、
一
世
界
ヲ
オ
サ
ム
ル
モ
同
ジ
理
也
」

（
八
六
七
頁
）
と
い
う
連
続
的
思
惟
を
基
調
と
す
る
青
陵
学
が
成
立
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
装
い
が
如
何
に
朱
子
学
と
類
似
し
て
い
よ
う
と
、
青
陵
と

、
、

朱
子
学
と
の
真
の
思
想
的
交
流
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
・
師
の
蒲
水
の
徹
底

し
た
古
文
辞
学
的
教
育
は
、
そ
の
機
会
を
与
え
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

と
ま
れ
青
陵
は
、
「
性
」
や
「
理
」
を
朱
子
学
と
は
異
な
る
思
想
的
要
素
か
ら

汲
五
取
り
、
道
徳
的
原
理
に
基
づ
く
朱
子
学
的
体
系
と
は
対
照
的
な
、
功
利
的

原
理
に
基
づ
く
合
理
体
系
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
『
老
子
』
は
か
か
る
青
陵
の

思
想
形
成
に
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
塚
谷
晃
弘
「
海
保
青
陵
・
経
済
策
の
基
礎
理
念
」
（
『
国
学
院
大
学
紀

要
』
五
、
二
三
八
頁
）

（
２
）
拙
稿
「
海
保
青
陵
と
沮
侠
学
ｌ
『
文
法
披
雲
』
に
着
眼
し
て
ｌ
」

（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
二
）

（
３
）
田
辺
元
生
氏
（
「
海
保
青
陵
の
生
涯
と
著
述
」
『
経
済
史
研
究
』
二
六

’
六
）
は
、
『
老
子
国
字
解
』
を
、
『
文
法
披
雲
』
に
先
立
つ
寛
政
年
間
の

書
、
従
っ
て
現
存
す
る
青
陵
の
著
作
で
は
最
も
古
い
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
氏
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
『
文
法
披
雲
』
の
「
余
ガ
老
子
ノ
解
、
別

一
一
ア
リ
。
唯
、
今
迄
ノ
注
卜
〈
大
キ
’
一
事
替
リ
タ
ル
事
ニ
テ
、
余
〈
老
子
ヲ

論
語
孟
子
一
一
テ
注
ヲ
シ
タ
リ
」
（
七
三
八
頁
）
と
い
う
記
述
だ
が
、
筆
者
も

全
面
的
に
同
意
す
る
。
尚
、
青
陵
の
思
想
形
成
の
有
り
様
を
探
る
た
め
に
は

寛
政
期
の
二
著
作
が
最
も
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
筆
者
の

基
本
的
立
場
で
あ
る
。

（
４
）
武
内
義
雄
著
『
老
子
の
研
究
』
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
五
巻
、
二
五

六
’
七
頁
）
参
照
。

（
５
）
当
時
世
上
に
流
布
し
て
い
た
の
は
、
宋
の
林
希
逸
注
『
老
子
口
義
』
で

あ
っ
た
。
蒲
水
は
、
沮
侠
の
「
林
希
逸
ガ
ロ
義
〈
、
妄
説
杜
撰
太
ダ
多
シ
、

必
用
ユ
ベ
カ
ラ
ズ
」
「
老
子
古
文
辞
ニ
テ
解
シ
難
シ
、
王
弼
コ
レ
ヲ
註
ス
、

着
ル
ペ
シ
」
（
『
経
子
史
要
覧
』
・
承
す
ず
版
『
荻
生
沮
侠
全
集
』
第
一
巻
、

五
二
四
頁
）
と
い
う
教
え
に
従
い
、
こ
の
校
訂
作
業
を
行
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
青
陵
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
こ
の
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
を
使
用
し
て

い
る
が
、
王
弼
の
注
は
諸
家
の
注
に
比
べ
て
良
と
し
な
が
ら
も
、
「
無
ヲ
解

註

五
四



ス
ル
’
一
無
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
」
（
七
九
九
頁
）
と
、
当
を
得
た
も
の
と
は
見

な
し
て
い
な
い
。

（
６
）
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
谷
、
二
丁
表
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
）

（
７
）
同
右
、
二
丁
裏
’
三
丁
表

（
８
）
『
老
子
』
を
「
智
者
之
言
」
、
「
足
し
為
二
救
レ
時
之
用
一
」
な
ど
と
し
て

い
る
点
、
青
陵
に
と
っ
て
有
益
な
示
唆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
註
⑨
）
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
岨
）
本
文
中
に
記
し
た
引
用
頁
数
は
、
す
べ
て
『
海
保
青
陵
全
集
」
全
一
巻

（
蔵
並
省
自
編
・
八
千
代
出
版
）
に
拠
っ
て
い
る
。
尚
、
『
老
子
国
字
解
』

か
ら
の
引
用
の
場
合
は
、
書
名
を
略
し
引
用
頁
数
の
承
記
し
た
。

（
皿
）
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
谷
、
一
丁
裏

（
岨
）
武
内
義
雄
氏
は
、
『
老
子
』
を
「
慎
到
か
ら
韓
非
に
至
る
系
統
の
学
者

が
伝
へ
て
居
た
老
子
の
語
を
あ
つ
め
た
も
の
」
で
、
そ
の
中
に
は
「
法
家
従

横
家
に
曲
解
さ
れ
た
老
恥
の
言
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
老

子
と
荘
子
』
五
三
頁
）

（
脇
）
当
時
、
『
史
記
』
等
に
見
ら
れ
る
孔
子
が
老
子
に
礼
を
問
う
記
事
が
、

そ
の
ま
ま
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
青
陵
の
把
握
は
注
目
さ
れ
る
。
尚
、
武

内
氏
は
、
老
子
そ
の
人
を
孔
子
よ
り
も
約
百
年
後
、
子
思
と
孟
子
の
間
の
時

期
に
実
在
し
た
人
物
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
註
（
４
）
前
掲
書
、
一
三
○

頁
）

（
Ｍ
）
青
陵
が
好
ん
で
用
い
る
の
は
、
『
論
語
』
「
子
路
」
の
「
葉
公
語
孔
子

日
。
吾
党
有
直
躬
者
。
其
父
撰
羊
。
而
子
證
之
。
孔
子
日
。
吾
党
之
直
者
異

於
是
。
父
為
子
隠
。
子
為
父
隠
。
直
在
其
中
突
」
と
い
う
条
で
あ
る
。
彼
は

こ
れ
を
孔
子
の
「
智
恵
ヲ
振
ヒ
タ
ル
サ
マ
」
と
捉
え
、
そ
の
「
智
恵
ノ
組
ミ

立
テ
ョ
フ
」
を
『
老
子
』
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

（
脂
）
『
老
子
』
本
文
の
引
用
は
、
青
陵
の
拠
っ
た
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
に

従
っ
て
い
る
。
訓
点
、
送
り
が
な
も
同
様
。

（
陥
）
福
永
光
司
『
老
子
』
（
朝
日
・
中
国
古
典
選
）
四
三
頁

（
Ⅳ
）
林
羅
山
訓
点
本
、
十
三
丁
裏
。
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
）

（
岨
）
関
儀
一
郎
編
『
老
子
註
釈
全
書
』
、
二
五
’
六
頁

（
的
）
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
、
五
頁
。

（
別
）
「
将
欲
奪
之
、
必
固
与
之
」
（
三
十
六
章
）
も
、
青
陵
な
ら
ば
孔
子
の

裏
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
履
軒
に
よ
れ
ば
、
「
可
三
以
見
二
老
恥
之
権
謀
術
数
一

実
」
と
断
定
さ
れ
る
。
（
『
老
子
離
題
』
同
右
、
一
八
頁
）

（
劃
）
畑
中
太
沖
は
「
老
子
に
、
奪
は
ん
と
す
る
者
は
先
づ
之
を
與
ふ
と
申

事
、
是
貨
殖
家
の
妙
訣
に
て
候
」
（
『
貨
殖
論
』
・
『
日
本
経
済
大
典
』
第

十
七
巻
、
五
七
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
青
陵
と
共
通
す
る
立

場
で
あ
ろ
う
。

（
犯
）
「
功
利
的
」
と
い
う
言
葉
は
、
さ
し
当
た
り
利
己
的
、
非
道
徳
的
と
い

う
意
味
合
い
で
用
い
て
い
る
が
、
青
陵
の
思
想
の
持
つ
目
的
合
理
的
性
格

（
源
了
圓
氏
「
祖
棟
試
論
」
『
季
刊
・
日
本
思
想
史
』
２
、
三
九
’
四
一
頁

参
照
）
を
強
調
す
る
た
め
、
こ
の
言
葉
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
尚
、
青

陵
の
想
定
す
る
主
体
を
、
功
利
的
人
間
と
呼
ぶ
点
に
つ
い
て
は
、
安
丸
良
夫

氏
「
海
保
青
陵
の
歴
史
的
位
置
」
（
『
名
城
大
学
人
文
紀
要
』
第
一
集
）
に

負
っ
て
い
る
。

（
羽
）
『
老
子
』
本
来
の
思
想
の
持
つ
複
雑
性
は
、
老
子
後
学
が
、
荘
子
系
統

と
韓
非
子
系
統
に
大
き
く
二
分
で
き
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
青

陵
の
『
老
子
』
理
解
に
お
い
て
、
荘
子
や
韓
非
子
の
『
老
子
』
理
解
が
ど
の

五
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程
度
役
立
っ
た
か
を
証
明
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
だ

が
、
青
陵
の
理
解
が
作
為
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
韓
非
子
の
系
列
に

連
な
る
『
老
子
』
理
解
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
老
子
』
の
説
く
無

知
無
欲
の
政
治
Ⅱ
無
為
の
政
治
を
、
例
え
ば
「
愚
ナ
顔
色
デ
治
ム
・
ヘ
キ
ヲ
、

智
ナ
顔
色
デ
治
ム
レ
パ
、
民
ガ
ソ
リ
ャ
ト
イ
フ
テ
智
一
一
ナ
ル
ュ
ヘ
ニ
、
上
ノ

自
由
ニ
ナ
ラ
ヌ
也
」
（
九
三
八
頁
）
な
ど
と
作
為
的
な
政
治
哲
学
に
読
承
か

え
て
い
る
こ
と
は
、
『
老
子
国
字
解
』
の
随
所
に
見
出
せ
る
。

（
則
）
福
永
氏
、
前
掲
害
、
一
五
九
頁

（
記
）
「
老
荘
思
想
」
（
『
全
集
』
第
五
巻
所
収
、
四
四
三
頁
）

（
郡
）
も
っ
と
も
、
孟
子
以
外
の
諸
説
が
誤
り
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
例
え

ば
筍
子
の
「
性
悪
」
の
場
合
「
己
レ
ヲ
愛
ス
ル
ョ
リ
出
ヅ
ル
悪
」
「
下
手
ノ

己
ヲ
愛
ス
ル
仕
方
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
『
文
法
披
雲
』
七

四
七
’
八
頁
）

（
”
）
『
老
子
』
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
武
内
氏
、
福
永
氏
の
前
掲
書
、
及
び

大
濱
晧
著
『
老
子
の
哲
学
』
（
勁
草
書
房
）
等
を
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

（
詔
）
青
陵
は
『
老
子
』
二
十
五
章
「
有
し
物
混
成
、
先
二
天
地
一
生
：
．
…
」
を
、

真
の
首
章
で
あ
る
と
し
て
、
「
先
道
ト
ハ
ド
フ
イ
フ
事
ナ
レ
バ
、
最
初
天
地

ノ
開
ケ
ハ
ジ
ム
ル
ジ
ブ
ン
ニ
、
左
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
ス
ジ
ト
イ
フ
モ
ノ
ガ
ア

ッ
テ
、
開
ケ
タ
ル
也
。
…
…
軽
キ
ハ
ァ
ガ
リ
、
重
キ
ハ
サ
ガ
ル
ト
イ
フ
ガ
、

即
チ
左
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
也
」
（
八
六
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
的
）
福
永
氏
、
前
掲
書
、
二
八
三
頁
参
照
。

（
訓
）
塚
谷
氏
は
、
「
そ
れ
（
天
理
）
が
具
体
的
に
は
無
限
に
変
化
し
、
流
動

す
る
原
理
で
あ
る
」
と
し
て
、
特
に
「
天
理
」
の
変
化
に
富
む
性
格
を
強
調

さ
れ
て
い
る
。
（
「
江
戸
後
期
に
お
け
る
経
世
家
の
二
つ
の
型
」
『
本
多
利

明
・
海
保
青
陵
」
日
本
思
想
大
系
・
解
説
、
四
三
四
頁
。
）

（
趾
）
小
島
康
敬
氏
は
、
従
来
の
見
解
で
あ
る
青
陵
の
「
理
」
の
必
然
的
客
観

的
法
則
、
無
限
に
変
化
流
動
し
て
行
く
原
理
、
と
い
う
二
面
性
に
論
及
し
、

「
理
」
そ
れ
自
体
が
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
「
海

保
青
陵
ｌ
そ
の
思
惟
構
造
ｌ
」
『
江
戸
の
思
想
家
た
ち
』
下
巻
所
収
Ｑ
研
究

社
出
版
）
・
氏
の
指
摘
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
が
、
一
応
こ
こ
で
は
「
理
」

自
体
、
具
体
的
状
況
に
お
い
て
変
化
す
る
も
の
（
と
い
う
よ
り
、
多
様
に
現

象
す
る
も
の
）
、
と
捉
え
て
お
き
た
い
。
筆
者
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、

そ
う
し
た
変
化
す
る
「
理
」
を
、
青
陵
が
本
質
的
に
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も

の
と
し
て
一
般
化
、
抽
象
化
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
現
在
の
筆
者
は
、
青
陵

の
「
理
」
を
本
質
と
し
て
の
「
理
」
、
現
象
と
し
て
の
「
理
」
に
分
け
、
前

者
を
不
変
、
後
者
を
可
変
と
考
え
て
い
る
。

（
塊
）
「
淵
狗
」
は
、
祭
り
の
時
用
い
ら
れ
る
藁
で
作
っ
た
犬
、
と
い
う
の
が

一
般
的
な
理
解
だ
が
、
王
弼
の
注
は
「
地
不
二
為
し
獣
生
ワ
翻
、
而
獣
食
〆
爵
、

不
二
為
し
人
生
戸
狗
、
而
人
食
吻
狗
、
無
し
為
二
於
万
物
一
、
而
万
物
各
適
二
所
用
一
、

則
莫
レ
不
し
贈
突
」
（
七
丁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
青
陵
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
独

特
の
解
釈
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

（
羽
）
王
弼
注
本
で
は
、
「
数
車
無
車
」
で
は
な
く
、
「
数
誉
無
誉
」
と
な
っ

て
い
る
。
青
陵
は
「
車
或
誉
二
作
ル
。
誉
二
テ
モ
ョ
ヶ
レ
ド
モ
、
車
ノ
方
ガ

ワ
カ
リ
ャ
ス
キ
ュ
ヘ
ニ
、
車
ニ
ス
ル
ガ
ョ
キ
也
」
（
八
九
六
頁
）
と
、
意
図

的
に
改
め
て
い
る
。

（
弘
）
『
学
則
』
、
『
経
子
史
要
覧
』
で
触
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
思
想
史
的

な
意
味
に
つ
い
て
は
、
尾
藤
正
英
「
荻
生
祖
棟
の
『
老
子
』
観
」
（
『
日
本

歴
史
三
○
○
号
）
、
：
野
口
武
彦
「
沮
棟
学
派
に
お
け
る
『
老
子
』
受
容
」
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（
『
文
学
』
四
二
・
三
）
に
詳
し
い
。

（
弱
）
大
濱
晧
著
『
老
子
の
哲
学
』
、
一
七
九
頁

（
妬
）
こ
の
点
で
青
陵
と
対
照
的
な
思
想
家
は
、
安
藤
昌
益
で
あ
ろ
う
。
昌
益

は
「
直
耕
」
と
い
う
価
値
に
基
づ
き
、
相
対
観
を
武
器
に
、
秀
れ
た
社
会
批

判
を
行
な
っ
た
。
彼
に
お
け
る
老
荘
の
影
響
は
、
古
く
か
ら
い
わ
れ
て
い

る
。
（
Ｅ
・
Ｈ
・
ノ
ー
マ
ン
『
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
、
安
藤
昌
益
の
こ
と
』

・
全
集
・
第
三
巻
．
三
○
三
’
八
頁
参
照
。
）

（
”
）
青
陵
は
「
二
」
と
い
う
数
字
を
、
さ
ら
に
「
三
」
と
し
て
、
即
ち
、

「
正
直
」
と
「
偽
」
、
「
仁
」
と
「
不
仁
」
の
間
に
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
状

態
Ｉ
「
ニ
ャ
フ
ャ
」
を
加
え
る
。
事
物
に
は
必
ず
「
上
ト
イ
ヘ
バ
、
下
モ
ァ

リ
、
中
モ
ア
ル
」
（
八
六
五
頁
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
「
物
ノ
自
然
ノ

数
」
を
「
三
」
と
捉
え
、
こ
れ
に
「
心
」
の
．
」
を
加
え
て
「
四
」
と
い

う
数
を
得
る
。
こ
の
「
四
」
と
い
う
数
は
、
『
老
子
』
の
四
大
、
仏
教
の
四

大
種
、
西
洋
の
四
元
行
、
さ
ら
に
五
行
（
水
火
木
金
士
）
を
、
水
火
士
・
陰

陽
’
一
気
と
再
解
釈
す
る
こ
と
で
普
遍
化
さ
れ
た
。
『
洪
範
談
』
は
、
こ
の

「
四
」
と
い
う
数
に
よ
る
算
用
の
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
犯
）
富
永
権
蔵
墓
誌
銘
。
田
辺
氏
、
前
掲
（
註
③
）
論
文
よ
り
の
引
用
。

（
胡
）
前
掲
（
註
⑨
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
思
想
史
学
会
昭
和
五
十
四
年
度
大
会
で
の
口
頭

発
表
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
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